
018 バプテスマのヨハネのメッセージ 

ルカによる福音書 3：7～18 
 
▶神の国の到来（ルカによる福音書 3：7～9） 
07 そこで（神の国の到来を訴え続けている洗礼者）ヨハネ（→レビ部族）は、洗礼を授けてもらおうと

して出て来た群衆に言った。 
→群衆：⓵神に愛されている契約の民、⓶指導者の間違った教えに惑わされている民 
 
「蝮の子らよ、差し迫った神の怒りを免れると、だれが教えたのか。 

→蝮の子らよ（≒サタンの子らよ）：迫りくる神の裁きを考えると、どうしてもこのような厳しい言葉を

言い続ける必要があった。 
→リビング・バイブル：バプテスマを受けに来る人たちに、ヨハネはきびしい口調で説教しました。「ま

むしの子らめ！おまえたちは神様に立ち返ろうともせずに、ただ地獄から逃れたい一心でバプテスマを

受けようとしている。 
 
08 悔い改めにふさわしい実を結べ。『我々の父はアブラハムだ』などという考え（→選民意識）を起こす

な。言っておくが、神はこんな石ころ（→異邦人をたとえていう比喩的言葉→選民意識を持つユダヤ人は

異邦人を見下していた）からでも、アブラハムの子たちを造り出すことがおできになる。 
→アブラハムの子たち：ヨハネはユダヤ人に、アブラハムとサラの子孫というだけで、神の国に入れると

教えられるなど、特権的な生き方ができると考えるなと警告した（ヨハネによる福音書 8：33）。 
 
09 斧は既に木の根元に置かれている。良い実を結ばない木はみな、切り倒されて火に投げ込まれる。」 
 

→ファリサイ派やサドカイ派の人々は普段は敵対関係にあるが、このときは共通の関心事の為、結束し

たのか、荒れ野に出て来ていた。この聖句から、ファリサイ派やサドカイ派の人々は、ヨハネからバプテ

スマを受けるのではなく、ヨハネのバプテスマの様子を観察に来たことがが理解できる。 
 
▶神の国にふさわしい生活（ルカによる福音書 3：10～14） 
10 そこで⓵群衆は、「では、わたしたちはどうすればよいのですか」と尋ねた。 
 
11 ヨハネは、「（余分に）下着を二枚持っている者は、一枚も持たない者に分けてやれ。食べ物を持って

いる者も同じようにせよ」と答えた。 
 
12⓶徴税人も洗礼を受けるために来て、「先生、わたしたちはどうすればよいのですか」と言った。 
→徴税人：ローマ帝国は徴税の権利書（徴税権）を発行した（権利書をもらうために、ローマに支払う税

額は全額前納であったため、徴税人が行うユダヤの民からの税の徴収はかなり乱暴であったと思われる）。

この権利書は一般に裕福な異邦人に与えられ、雇われた地元の人が税を徴収した。徴税人は、実際にロー

マが請求する以上の金額を取り立てていた。イエスの時代、人はこのような徴税人を嫌い、また宗教的に

汚れていると考え、裏切り者であると見なした。 

マタイによる福音書 3：7～10 
ヨハネは、ファリサイ派やサドカイ派の人々が大勢、洗礼を受けに来たのを見て、こう言った。 
「蝮の子らよ、差し迫った神の怒りを免れると、だれが教えたのか。悔い改めにふさわしい実を結べ。 
『我々の父はアブラハムだ』などと思ってもみるな。言っておくが、神はこんな石からでも、アブラハ

ムの子たちを造り出すことがおできになる。 
斧は既に木の根元に置かれている。良い実を結ばない木はみな、切り倒されて火に投げ込まれる。 



13 ヨハネは、「規定以上のものは取り立てるな」と言った。 
 
14⓷兵士も、「このわたしたちはどうすればよいのですか」と尋ねた。 
ヨハネは、「だれからも金をゆすり取ったり、だまし取ったりするな。自分の給料で満足せよ」と言った。 
→兵士は、ヘロデ・アンティパスに雇われたユダヤ人兵士で、徴税人の税の徴収が円滑に進むように、徴

税人を助けた。中には、悪質な兵士もいて、脅迫によって金品を奪った。 
 
▶神の国をもたらすメシア（ルカによる福音書 3：15～18） 
15 民衆はメシア（→神が選び、油注がれた者の意味）を待ち望んでいて、ヨハネについて、もしかした

ら彼がメシアではないかと、皆心の中で考えていた。 
16 そこで、ヨハネは皆に向かって言った。「わたしはあなたたちに水で洗礼を授けるが、わたしよりも優

れた方が来られる。わたしは、その方の履物のひもを解く（→異邦人奴隷の仕事）値打ちもない。その方

は、聖霊と火であなたたちに洗礼をお授けになる。 
→履物のひもを解く：ユダヤ人奴隷は、当然、主人に仕えるが、くつのひもを解くことまではしなかった。

それは、異邦人の奴隷の役割（履物のひもを解くことは、当時、最低の仕事と考えられていた）であった。 
→火は、⓵否定的な意味では、神の裁き、⓶積極的な意味では清めのバプテスマを連想させる。ヨハネの

洗礼（バプテスマ）は水で体を清め、神に立ち帰ることを促す。イエスの名による洗礼は、人を罪から清

め、神の生命に与かり、「新しい人」になることを意味する。 
 
17 そして、手に箕を持って、脱穀場を隅々まできれいにし、麦を集めて倉に入れ、殻を消えることのな

い火で焼き払われる。」 
→脱穀場：農夫は脱穀用の箕（農業用フォーク）を使い、穀粒と殻とをすくい上げて空中に放り投げる作

業をした。殻は軽いので、風に飛ばされ、地面に落ちた穀粒だけを集めた。 
 
18 ヨハネは、ほかにもさまざまな勧めをして、民衆に福音を告げ知らせた。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【参考】 ユダヤ教の四派（ファリサイ派、サドカイ派、熱心党、エッセネ派）  
▶貧困者に支持者の多いファリサイ派 →ヘレニズム（＝ギリシア風）文化に対して否定的 

ユダヤ教の教派で、イエスの時代に最も高く評価されていたのはファリサイ派で、現代のユダヤ教の諸

派もほとんどがファリサイ派に由来している。 
ファリサイ派はハスモン朝※１時代に形成され、死後の世界を信じ、律法を守ること、特に安息日や断食

（週 2 回、木曜日と金曜日）、施しを行うことや清めの儀式を強調した。 
律法学者（モーセ五書〈トーラー〉－創世記、出エジプト記、レビ記、民数記、申命記－を研究する学者）

の多くがファリサイ派に属し、聖書（旧約）の独自の研究と伝承による解釈を固執、主張した。聖職者で

ある律法学者（ラビ rabbi）を信仰の仲介者とし、ユダヤ人会堂の多くを管理していた。ファリサイ派は、

律法を研究、遵守して、どのように生きるべきかについて教えていたために、民衆に尊敬されていた。 
ファリサイ派の名称は、「パルーシーム」＝「分離する者」あるいは「清い者」を意味するヘブライ語に

由来するとされるが、正確には不明である。 
ユダヤ人指導者の中には密かにイエスを信じる者もいたが、ユダヤ人会堂から追放されるのを恐れ、こ

のことを公言しなかったし、もし、それが発覚した場合は、ユダヤ人指導者たちは、イエスを信じるよう

になった者をユダヤ人共同体や会堂から追放した（ヨハネによる福音書 9：22）。 
イエスを訪問したニコデモは最高法院に属する議員で、ファリサイ派の教師でもあった（ヨハネによる

福音書 3：1）。 
また、ファリサイ派の人々はイエスが自分たちの立場や影響力を脅かすと考え、イエスを殺そうと企ん

だ（マタイによる福音書 26：1～5、マルコによる福音書 14：1～2、ルカによる福音書 22：1～6、ヨハ

ネによる福音書 11：45～57）。 
エルサレム神殿の崩壊（AD70 年）後はユダヤ教の主流派（神殿に拠っていたサドカイ派は消滅）となり、

会堂に集まって聖書を読み、祈りを捧げるスタイルが、ユダヤ教のスタイルとなっていった。 
 
※１：BC 140 年頃から BC 37 年までユダヤの独立を維持して統治したユダヤ人王朝。BC 166 年に起きた

ユダ・マカバイによるセレウコス朝軍への決起から約 20 年後に成立。フラウィウス・ヨセフスによれば

ハスモンという名は一族の先祖、祭司マタティアの祖父の名前に由来しているといわれている。 
フラウィウス・ヨセフスは、帝政ローマ期の政治家及び

著述家である。AD66 年に勃発したユダヤ戦争でユダヤ

軍の指揮官として戦ったがローマ軍に投降し、ティトゥ

スの幕僚としてエルサレム陥落にいたる一部始終を目

撃、後にこの顛末を記した「ユダヤ戦記」や「ユダヤ古

代誌」を著した。 
ヨセフスは、青年時代にサドカイ派やエッセネ派など

を経て、最終的にファリサイ派を選んでいる。 
 

▶富裕層の支持が多いサドカイ派 →ヘレニズム（＝ギリシア風）文化に対して柔軟 

サドカイ派は、その名を祭司の主流派であるツァドク（ザドク）に由来し（サムエル記下 20：25、列王

記上 1：38～44）、神殿詣（神殿信仰）に重点を置き、そこで犠牲を献げることを教えた。 
裕福な上流社会のユダヤ人（サムエル記下 20：25、列王記上 1：39～45）－祭司、教養のある金持ち、

そして貴族に属する人々－でファリサイ派と対立した。彼らはモーセ五書（トーラー）をファリサイ派の

ような多くのこじつけの議論や問題に陥ることなく非常にまじめに解釈した。 
ファリサイ派との違いは、サドカイ派は神が人々を死後によみがえらせることが律法に記されていない

ことから、死後の世界や復活を信じず、終末論の死後の世界に対する信仰もなかった。 
サドカイ派はファリサイ派と異なり、あまり人気がなく、大衆の支持がなかったが、宗教と政治の面では

力があり、非常に影響力があった。 



▶熱心党 

ユダヤ戦争（帝政ローマ期の AD66 年から 73 年まで、ローマ帝国とローマのユダヤ属州に住むユダヤ人

との間で行われた戦争で、ユダヤ属州総督のローマ人フロルスがエルサレムの第二神殿の宝物（17 タラ

ントン－17×6000 ドラクメ〈１ドラクメ＝1 日の日当〉/タラントン≒1 億円－の金）を奪ったことに端

を発している）の時、反ローマの暴動の中核をなしたのは、熱心党（Zealotry）と呼ばれる人たちであった。

ヘブライ語で「カーナイーム」、ギリシア語で「ゼーロタイ」（熱心な人々）という。 
ローマはユダヤを直接支配下に置き、徴税組織を整備するためとユダヤ人の財産を査定する目的で AD6
年（ルカによる福音書 2：2：キリニウスは AD6 年、シリアの総督になった）に住民登録（人口調査）を

実施した（同 2：1）。これに対し、唯一の神のみを支配者とするユダヤ人が、ローマ皇帝に納税すること

は決して許されないと武力で反乱を起こしたのが熱心党であった。 
熱心党は、教養というより、律法を守ることを優先し、それが侵された場合は武力で抵抗する考えを持つ

教派であった。彼らは神より与えられた救済を考えていたが、この救済をもたらすためには神は人間の

協力を頼りにしていると確信していた。勝利するためには暴力の使用を認め、戦いで命を失うことは神

の名における聖者になるための殉教だとした。 
熱心党運動のイデオロギー（思想傾向、社会等に対する考え方）は、ファリサイ派の中から生じた過激な

行動理論であった。熱心党は、ユダ※２を中心としたガリラヤ派と、ザドクを中心としたエルサレム派の

二派があった。 
特に熱心党の中で最も過激な暗殺者集団は、「ガリラヤの短剣党（シカリー派 Sicarii）」（四千人の暗殺者：

使徒言行録 21：38）と呼ばれ、常に懐に短刀（シカ：ラテン語）を忍ばせ、反対派を暗殺した。 
また、激烈な内部抗争もあり、各派閥間の関係も複雑であった。後、民衆の支持を受けた熱心党のゲリラ

活動が激化、社会の秩序と治安は失われ、ユダヤは無政府状態に陥った。 
熱心党の人々が暴力を正当化した根拠は、民数記 25：10～11 にあるとしている（歴史によればあまりに

過激すぎるのでエルサレムを追放され、略奪や集団虐殺を繰り返して辺境地帯をさまよい、AD73 年の春、

マサダの戦いで殲滅したとされている）。「ユダヤ戦記」および「ユダヤ古代史」の中で、著者フラウィウ

ス・ヨセフスは、熱心党は過激すぎて、古代イスラエル王国を消滅させた元凶であると記している。 
→民数記 25：10～11 
主はモーセに仰せになった。「祭司アロンの孫で、エルアザルの子であるピネハスは、わたしがイスラエ

ルの人々に抱く熱情と同じ熱情によって彼らに対するわたしの怒りを去らせた。それでわたしは、わた

しの熱情をもってイスラエルの人々を絶ち滅ぼすことはしなかった。」 
 
※２：その後、住民登録の時、ガリラヤのユダが立ち上がり、民衆を率いて反乱を起こした（AD6）が、

彼も滅び、つき従った者も皆、ちりぢりにさせられた（使徒言行録 5：37）。 
 
▶エッセネ派 

エッセネ派（呼称の語源は不詳）は、ハスモン朝時代から堕落した祭司により行われていた、エルサレム

の神殿での礼拝の否定にありました。ファリサイ派から発生したと考えられるが、俗世間から離れて自

分たちだけの集団を作ることにより自らの宗教的清浄さを徹底しようとした点で、民衆の中で活動した

ファリサイ派とも一線を画している。「エッセネ派」という言葉は聖書には出てこない。このことから、

洗礼者ヨハネやイエス・キリストが、エッセネ派に属していた、あるいは関係グループに属していたとい

う説もある。 
 
 
 
 
 
 


